
様式第１号　別紙

残存家財の

整理費用

居室内の

原状回復費用

うち、

入居者負担額

うち、

補助金申請額

家賃債務保証料 30,000 10,000 20,000

孤独死・残置物に係る保険料 無 有 40,000 0 40,000

※　補助金申請額の合計

70,000 10,000 60,000

：自動計算

※ 補助金申請額の合計は６万円が上限です。（1,000 円未満は切り捨て）

【記入方法】

　・家賃債務保証料と孤独死・残置物に係る保険料の内訳を入力してください。

　・孤独死・残置物に係る保険料は、補償内容の有無をC、D列に入力してください。

　・E列に、補助金控除前の家賃債務保証料等の金額を入力してください。

　・F列に、入居者負担額（入居者が家賃債務保証業者等に支払う額）を入力してください。

　　　・E、F列を入力すると、G列に補助金申請額が自動で入力されます。

　　　・補助金申請額の合計（G９セル）が、上限額６万円を超えないように調整してください。

　　　・調整の際は、補助金を孤独死・残置物に係る保険料に優先的に充当してください。

　・補助金申請額の合計（G９セル）を交付申請書（様式第１号）に記入してください。

※ 上記記入例は、次の契約内容（補助金控除前）の場合を例に記載しています。

　 ・家賃債務保証料　３万円

　 ・孤独死・残置物に係る保険料（補償内容は「居室内の原状回復費用」のみ）　４万円

（記入例補足）

 　・補助金控除前の金額（E列）は、家賃債務保証料が３万円、孤独死・残置物に係る保険料が４万円で、

　 　合計が補助金の上限額６万円を超えるため、補助金は孤独死・残置物に係る保険料に優先的に充当いたします。

　 　そのため、補助金申請額（G列）が家賃債務保証料は２万円、孤独死・残置物に係る保険料は４万円になるように、

　 　家賃債務保証料の入居者負担額（F列）は１万円になります。

　 ・孤独死・残置物に係る保険料の補償内容は、「居室内の原状回復費用」のみの契約ですので、「残存家財の

　 　整理費用（C列）」は「無」を、「居室内の原状回復費用（D列）」は「有」をプルダウンで選択します。

　 ・補助金申請額の合計（G９セル）６万円を交付申請書（様式第１号）に記入します。

孤独死・残置物に係る補償の有無
家賃債務保証料又は

孤独死・残置物に係る保険料

保証料又は

保険料

（円）

神戸市セーフティネット登録住宅家賃債務保証料等補助金　明細書

合　　計

Aコース

補助金：６万円

神戸市

保証会社 要配慮者

（例）保証料７万円

本人負担額：１万円

(保証料から補助金を控除した額)

補助金申請 セーフティネット

登録住宅


